
 

第３７回 区政世論調査 結果のあらまし 

 

■ 調査の概要 

 

（１）調査対象  中央区に居住する満 20歳以上の男女個人 

（２）対 象 者    １,０００人 

（３）抽出方法    無作為抽出法 

平成19年５月31日現在の住民基本台帳に登録された満20歳

以上の男女 90,083人より一定の割合で系統的に抽出 

（４）調査方法  留置法（郵送配布・訪問回収） 

（５）調査時期  平成１９年７月５日（木）～７月２５日（水） 

（６）調査項目    ① 定住性                 ⑦ 区の文化 

② 健 康                  ⑧ 生涯学習・スポーツ 

③ 高齢者対策              ⑨ 防災対策 

④ 子育て支援         ⑩ 公園・緑化施策  

⑤ インターネットを利用し ⑪ 住宅施策 

 た区政情報の入手等    ⑫ 施策の要望・評価 

⑥ 防犯対策 

（７）調査結果    別紙のとおり（抜粋） 

（８）調査機関   株式会社 サーベイリサーチセンター 

（９）回収結果   回収数 ６８６  回収率 68.6％ 

 



 1  第37回 中央区政世論調査 - 概要 - 

１ 定住性 

■居住年数 

中央区に「20 年以上」または「生まれてから

ずっと」住んでいる『長期居住者』の割合は

44.9％と半数近くを占める一方、およそ３人に１

人は「３年未満」または「３年以上６年未満」の

『短期居住者』（32.8％）である。 

過去の調査結果と比較すると、前回より「３年

未満」が５ポイント減少し、「20 年以上」も４ポ

イント減少している。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■定住意向 

中央区に今後も「住み続けたい」（54.4％）は

半数以上を占め、「できれば住み続けたい」

（ 30.0 ％ ） と 合 わ せ た 定 住 意 向 の あ る 人

（84.4％）が８割を超える。「転出したい」

（1.2％）または「できれば転出したい」（3.2％）

と回答した転出意向のある人は 4.4％、「わから

ない」が 10.9％となっている。 

過去の調査結果と比較すると、定住意向のある

人の割合は前回より３ポイント増加しており、中

でも特に、平成 12 年以降減少傾向にあった「住

み続けたい」の割合が６ポイント増加している。 

 

■愛着心 

中央区に愛着を『感じる』（「非常に感じる」

と「少しは感じる」の合計）のは 83.6％と８割

を超え、『感じない』（「感じない」と「あまり感

じない」の合計）は 13.2％と１割強である。 

過去の調査結果と比較すると、愛着者層は前回

より３ポイント増加し、平成 16 年まで減少傾向

にあった愛着者層が３年続けて増加傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.1

18.7

6.75.2

24.8

14.1

20.1

0.3

３年未満

20年
以上

無回答

ｎ
686

生まれてから
ずっと

３～６年
未満

(%)

６～10年未満

15～20年未満 10～15年未満

 

10.9

43.9

2.3

2.8 0.4

39.7

非常に
感じる

少しは感じる

無回答

ｎ
686

あまり感じない

(%)

感じない

わからない

3.2

54.4

1.2

10.9

0.3

30.0

住み続け
たい

できれば住み
続けたい

無回答

ｎ
686

できれば転出
したい

(%)転出したい

わから
ない
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２ 健康 
 

■区に望む健康維持のための施策 

今後、力を入れてほしい施策として、「基本健

康診断・がん検診」（54.8％）が過半数から選ば

れており、次いで「健康に関する情報提供」

（28.0％）、「糖尿病や高血圧などの生活習慣病

の予防」（22.7％）、「介護予防や機能訓練」

（20.0％）、「体操教室」および「心の健康」

（18.2％）となっている。 

昨年の調査結果と比較した場合、特に目立った

変化は見当たらないが、「介護予防や機能訓練」

で４ポイント増加しており、「栄養相談や栄養講

習会」では４ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 高齢者対策 
 

■要介護時における暮らし方 

介護が必要になった場合の暮らし方について

は、「主に介護サービスなどを利用して、自宅で

暮らしたい」（31.6％）が３割強で最も高く、「主

に家族の介護を受けながら、自宅で暮らしたい」

（15.0％）と合わせると、『自宅で暮らしたい』

（46.6％）人は半数に近い。次いで、「高齢者向

けの住宅に住み替えて、介護サービスなどを利用

しながら暮らしたい」（15.3％）が１割台半ばと

なっている。 

昨年の調査結果と比較すると、「主に介護サー

ビスなどを利用して、自宅で暮らしたい」の割合

が５ポイント減少したものの、それ以外の項目で

は特に目立った変化は見当たらない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.3

15.0

6.3

6.6

6.4

31.6

0.7

0.7

17.3

主に家族の介護を
受けながら、自宅
で暮らしたい

高齢者向けの住宅に
住み替えて、介護

サービスなどを利用
しながら暮らしたい

数人で暮らせる、
家庭的な介護付き

ホームで暮らしたい

無回答

ｎ
686特別養護老人ホー

ムなどの介護施設
に入りたい

その他

主に介護サービス
などを利用して、
自宅で暮らしたい

介護付き有料老人
ホームに入りたい

わからない
(%)

（ｎ＝686）

基本健康診断・がん検診

健康に関する情報提供

糖尿病や高血圧などの
生活習慣病の予防

介護予防や機能訓練

体操教室

心の健康

歯の健康づくり

母親学級などの母子保健 （上位10項目）

禁煙教室などのたばこ対策

栄養相談や栄養講習会

54.8

28.0

22.7

20.0

18.2

18.2

13.8

7.9

7.0

6.6

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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■区に望む高齢者保健福祉サービス 

区がこれから力を入れていくべきこととして、

「 ひ と り 暮 ら し な ど の 高 齢 者 へ の 支 援 」

（51.2％）が半数強から選ばれている。以下、「在

宅の介護保険サービス」（45.8％）が４割台半ば、

「特別養護老人ホームや老人保健施設などの入

所施設の整備」（41.5％）と「高齢者の働く機会

や場」（41.4％）が４割強で続いている。 

昨年の調査結果と比較すると、「高齢者の働く

機会や場」と「生きがいづくりの支援」、「段差な

どがなく利用しやすい公共施設の整備」でそれぞ

れ４ポイント、「ボランティア活動への支援」で

３ポイント減少している。一方、「在宅の介護保

険サービス」で５ポイント、「介護者教室など介

護している人への支援」で３ポイント増加してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 子育て支援 
 

■区に望む子育て支援策 

重要な子育て支援策として、「保育所・幼稚園

等の施設整備」（34.1％）が３割台半ばを占めて

最も高く、以下「職業生活と家庭生活との両立の

推 進 」（ 30.3 ％ ）、「 経 済 的 な 支 援 の 充 実 」

（24.6％）、「子どもの健やかな成長のための教

育環境の整備」および「公園の整備など、子ども

を 安 心 し て 育 て る こ と が で き る 環 境 整 備 」

（20.6％）と続いている。 

昨年の調査結果と比較すると、ほとんどの項目

で減少しており、中でも特に｢保育所・幼稚園等

の施設整備｣で８ポイントの減少となっている。

一方、「特にない」は９ポイント増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝686）

保育所・幼稚園等の施設整備

職業生活と家庭生活との
両立の推進

経済的な支援の充実

子どもの健やかな成長のための
教育環境の整備

公園の整備など、子どもを安心して
育てることができる環境整備

子育て仲間が交流し、情報交換の
できる場の充実

情報の提供や相談サービスの充実

児童虐待防止対策の充実

母性ならびに乳幼児等の健康の
確保及び増進

その他

特にない

無回答

34.1

30.3

24.6

20.6

20.6

9.3

5.4

4.7

3.6

1.3

12.5

4.2

0 10 20 30 40 50 (%)

（ｎ＝686）

ひとり暮らしなどの高齢者への支援

在宅の介護保険サービス（ホーム
ヘルプサービス、デイサービス）

特別養護老人ホームや老人保健施設
などの入所施設の整備

高齢者の働く機会や場
（仕事の紹介など）

健康づくり（健康診断、相談、
保健・栄養、介護予防教室など）

介護保険サービス以外の区の
保健福祉サービス（食事サービス等）

介護者教室など介護している
人への支援

生きがいづくりの支援（生涯学習の
充実や高齢者クラブ活動支援）

住みやすい住宅設備改善への支援
（手すり取付・段差の解消など）

段差などがなく利用しやすい
公共施設の整備

判断能力が低下した場合の支援や
高齢者への虐待の防止

ボランティア活動への支援
  (上位12項目)

51.2

45.8

41.5

41.4

38.6

33.2

32.1

31.9

31.6

29.9

22.4

19.2

0 10 20 30 40 50 60
(%)
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５ インターネットを利用した区政情報の入手等 
 

■現在の情報の入手方法 

区政情報の入手方法として、「区の広報紙『区

のおしらせ 中央』」（80.0％）が８割と圧倒的多

数を占めている。次いで「町なかにある区の掲示

板」（32.7％）は３割強、「区のパンフレットなど

の印刷物」（24.9％）と「中央区のホームページ」

（21.0％）は２割強となっている。 

昨年の調査結果と比較すると、「区の広報紙

『区のおしらせ 中央』」が３ポイント減少して

いるが、その他の項目は増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■希望する情報の入手方法 

今後希望する情報の入手方法は、「区の広報紙

『区のおしらせ 中央』」（75.1％）が７割台半ば、

「中央区のホームページ」（35.0％）が３割台半

ば、「町なかにある区の掲示板」（29.6％）と「区

のパンフレットなどの印刷物」（28.9％）が３割

弱となっている。現在の情報の入手方法の結果と

比べて、「中央区のホームページ」が 14 ポイン

ト高い点が目立つ。 

昨年の調査と比較すると、「中央区のホームペ

ージ」で３ポイント、「ＣＡＴＶ（ケーブルテレ

ビ）」で４ポイント増加しており、その他の項目

については減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 防犯対策 
 

■犯罪に対する不安感 

不安を感じる犯罪として、「空き巣」（43.7％）

が ４ 割 台 半 ば で 最 も 高 い 。 次 い で 「 放 火 」

（22.6％）、「ひったくり」と「強盗」（20.6％）、

「振り込め詐欺」（18.4％）の順になっている。 

昨年の調査と比較すると、割合が減少した項目

として、「子どもの誘拐・連れ去り」の 9 ポイン

ト、「少年犯罪」の４ポイント、「傷害・暴行」の

３ポイントがある。一方、増加した項目は、「振

り込め詐欺」で４ポイント、「放火」と「痴漢・

強制わいせつ」でそれぞれ３ポイントとなってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝686）

区の広報紙「区の
おしらせ　中央」

町なかにある区
の掲示板

区のパンフレット
などの印刷物

中央区のホームページ

新聞の地域情報欄

民間コミュニティＦＭ「中央
エフエム・ラジオシティ」

その他

無回答

80.0

32.7

24.9

21.0

11.5

0.3

2.0

4.4

0 20 40 60 80 100 (%)

（ｎ＝686）

区の広報紙「区の
おしらせ　中央」

中央区のホームページ

町なかにある区
の掲示板

区のパンフレット
などの印刷物

新聞の地域情報欄

ＣＡＴＶ（ケーブル
テレビ）

民間コミュニティＦＭ「中央
エフエム・ラジオシティ」

その他

無回答

75.1

35.0

29.6

28.9

12.5

8.3

0.3

2.5

3.9

0 20 40 60 80 (%)

（ｎ＝686）

空き巣

放火

ひったくり

強盗

振り込め詐欺

子どもの誘拐・
連れ去り

少年犯罪

自動車（自転車）
泥棒・車上ねらい

痴漢・強制わい
せつ

傷害・暴行

暴力団員による
犯罪

すり・置き引き

その他

無回答

43 .7

22 .6

20 .6

20 .6

18 .4

16 .5

16 .3

16 .0

15 .9

14 .0

8 .7

5 .0

1 .9

5 .4

0 10 20 30 40 50 (%)
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７ 区の文化 
 

■抱くイメージ 

「中央区の文化」について抱くイメージとして、

「 江 戸 以 来 の 歴 史 と 伝 統 を 受 け 継 ぐ ま ち 」

（51.5％）および「銀座や日本橋などファッショ

ンやショッピングのまち」（50.0％）が半数以上

を占めている。以下、「水辺に恵まれたウォータ

ーフロントのまち」（28.4％）、「人や情報が集積

する都心のまち」（27.8％）、「築地を中心とした

食文化のまち」（26.7％）が２割台後半で続いて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■文化を通じたコミュニティ活性化
のために力を入れるべきこと 

中央区の文化振興を進め、文化を通じたコミュ

ニティの活性化のために力を入れるべきことと

して、最も高い「一流の美術、音楽、芸能にふれ

る機会の拡充」（39.7％）は４割弱を占めており、

「文化財の保護、保全、活用の促進」（17.6％）、

「文化芸術活動に関する入門講座等の開催」

（14.7％）、「青少年の文化芸術活動の支援」

（14.0％）、「国内外の他地域との文化芸術活動

を通じた交流の促進」（11.5％）と続いている。

一方、４人に１人が「特にない」（25.1％）と回

答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝686）

江戸以来の歴史と伝統を
受け継ぐまち

銀座や日本橋などファッションや
ショッピングのまち

水辺に恵まれたウォーター
フロントのまち

人や情報が集積する都心のまち

築地を中心とした食文化のまち

お祭りや盆踊りなど地域
イベントの盛んなまち

歌舞伎座、明治座、新橋演舞場
などがある演劇のまち

証券会社や金融機関が
集積する金融のまち

常にあたらしいものを
とりいれるまち

画廊や美術館が集まる芸術のまち

無回答

51.5

50.0

28.4

27.8

26.7

21.7

21.3

17.2

9.6

1.2

1.7

0 10 20 30 40 50 60 (%)

（ｎ＝686）

一流の美術、音楽、芸能などにふれる
機会の拡充

文化財の保護、保全、活用の促進

文化芸術活動に関する
入門講座等の開催

青少年の文化芸術活動の支援

国内外の他地域との文化芸術
活動を通じた交流の促進

区民の文化芸術活動の場の確保や
発表の機会の拡充

区民の文化芸術活動団体
への経済的な支援

文化芸術活動に関する
専門講座等の開催

その他

特にない

無回答

39.7

17.6

14.7

14.0

11.5

9.2

9.2

5.4

0.7

25.1

3.5

0 10 20 30 40 50 (%)
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８ 生涯学習・スポーツ 
 

■生涯学習への参加 

過去１年間にサークルや講座に参加した人は、

４割弱である。その中で、「趣味・教養的なもの」

（22.4％）と「健康・スポーツに関するもの」

（19.5％）の２つが２割前後と大半を占めている。 

昨年の調査結果と比較した場合、特に目立った

違いはないが、「趣味・教養的なもの」が４ポイ

ント、「健康・スポーツに関するもの」が１ポイ

ント、「職業上必要な知識・技能」が２ポイント

と上位の項目が増加傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日頃の運動状況 

過去１年間の日頃の運動頻度は、「日頃運動は

していない」（36.4％）が約３割台半ばであり、

「週２回以上」（27.3％）と「週１回程度」

（18.4％）を合わせると、約４割台半ば（45.7％）

が週１回以上の運動をしている。 

過去の調査結果と比較すると、増加傾向にあっ

た「週２回以上」と「週１回程度」でともに減少

する一方で、「日頃運動はしていない」で６ポイ

ント増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝686）

趣味・教養的なもの

健康・スポーツに関するもの

職業上必要な知識・技能

ボランティア活動やそのために
必要な知識・技能等

社会問題等

その他

特に参加していない

無回答

22.4

19.5

7.3

3.8

1.5

0.3

60.2

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

 

12.5

27.3

4.7

36.4

0.7

18.4

週２回以上

無回答

ｎ
686

週１回程度

月１～３回
程度

月１回未満

日頃運動は
していない

(%)
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９ 防災対策 
 

■防災拠点の認知 

自分の地域の防災拠点を「知っているし、場所

も承知している」のは 48.5％、「知っているが、

場所はわからない」（14.1％）を合わせると

62.6％であり、６割強の人が防災拠点を『知って

いる』ことになる。 

過去の調査結果と比較すると、昨年よりも「知

っているし、場所も承知している」が８ポイント、

「知っているが、場所はわからない」が３ポイン

ト増加し、「知らない」が９ポイント減少してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■避難の際に心配なこと 

防災拠点へ避難する際に特に気がかりなこと

として、「トイレ」（74.9％）と「水・食料」

（74.2％）の２つが７割を超え特に高い。以下、

「家族・友人・知人などの安否」（62.0％）が６

割強、「医療・医薬品」（48.4％）や「避難スペー

スの確保や暑さ寒さ対策」（45.5％）、「災害状

況・対策などの情報」（40.7％）が４割台で続い

ている。 

昨年の調査結果と比較すると、特に目立った違

いはないが、上位５項目と「ペットの世話」で増

加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.6

48.5

0.7

14.1

知っているし、
場所も承知
している

知っているが、
場所はわからない

知らない

無回答

ｎ
686

(%)

（ｎ＝686）

トイレ

水・食料

家族・友人・
知人などの安否

医療・医薬品

避難スペースの確
保や暑さ寒さ対策

災害状況・対策
などの情報

プライバシー

高齢者介護や
乳幼児保育

ペットの世話

その他

特にない

わからない

無回答

74.9

74.2

62.0

48.4

45.5

40.7

25.9

24.1

10.8

1.7

0.9

2.0

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)
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10 公園・緑化施策 
 

■公園整備にあたって望むこと 

公園整備にあたって望むことについて、「休

息・散策が楽しめるみどりが多い公園」（67.9％）

が６割台半ばを超えており、次いで「四季折々の

花が多い公園」（48.7％）で５割弱と続いている。

また、「自由に遊べる大きな広場がある公園」

(26.1％)や「運動・スポーツができる公園」

（23.0％）、「ビオトープ（蝶やトンボなど生き物

が生息する空間）がある公園」（22.6％）、「防災

に配慮した公園」（22.6％）はそれぞれ２割強で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 住宅施策 
 

■区に望む住宅施策 

区に望む住宅施策については、「住宅の防災対

策（耐震性・耐火性の強化支援など）」（43.6％）

が４割強で最も高く、「住宅の防犯対策（ピッキ

ング防止・防犯カメラ設置支援など）」（34.8％）、

「地域の緑化や良好なまち並み景観の形成」

（29.6％）、「高齢者や障害者に対応した公的住

宅の供給」（28.7％）と続く。上位４項目を除く

残りの項目は１割台半ば以下となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝686）

住宅の防災対策（耐震性
・耐火性の強化支援など）

住宅の防犯対策（ピッキング防止
・防犯カメラ設置支援など）

地域の緑化や良好なまち並み
景観の形成

高齢者や障害者に対応した
公的住宅の供給

住宅の修繕・リフォーム支援

マンションの維持管理・改修
・建替えについての支援

住宅取得に対する支援

ファミリー世帯向け家賃補助

ファミリー世帯向け民間賃貸
住宅の供給促進

ワンルームマンションの
建設規制

地域のコミュニティ活動の支援

住み替え等のための
住宅情報の提供

その他

わからない

無回答

43.6

34.8

29.6

28.7

15.6

14.1

13.1

12.7

11.1

10.5

7.4

7.0

1.9

10.1

1.9

0 20 40 60 (%)

（ｎ＝686）

休息・散策が楽しめる
みどりが多い公園

四季折々の花が
多い公園

自由に遊べる大きな
広場がある公園

運動・スポーツが
できる公園

ビオトープ（蝶やトンボなど生き
物が生息する空間）がある公園

防災に配慮した公園

子ども向けの遊具が
多くある公園

健康遊具がある公園

その他

特にない

わからない

無回答

67.9

48.7

26.1

23.0

22.6

22.6

16.2

10.2

3.8

5.4

5.5

1.5

0 20 40 60 80
(%)
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12 施策の要望・評価 
 

■区の施策の満足度 
「満足」と「やや満足」の合計を【満足】とし、

「やや不満」と「不満」の合計を【不満】とみな

した場合のそれぞれの上位５項目をあげると次

のようになる。 

【満 足】①公園・緑地・水辺の整備 （32.9％） 

②清掃・リサイクル事業の推進 （19.5％） 

③保健衛生 （18.1％） 

③観光振興 （16.6％） 

⑤子育て支援 （15.0％） 

【不 満】①駐車場・駐輪場の整備 （36.6％） 

②住宅対策 （28.5％） 

③再開発等による地域整備 （23.3％） 

④環境保全・公害対策 （22.5％） 

⑤消費者生活対策 （21.6％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■区の施策の重要度 

「たいへん重要」と「比較的重要」を合算して

の、上位５項目と下位５項目は次のようになって

いる。 

上 位 ①高齢者福祉・介護 （75.1％） 

②防災・防犯対策 （70.8％） 

③子育て支援 （70.5％） 

④環境保全・公害対策 （67.6％） 

⑤障害者福祉 （66.5％） 

下 位 ①観光振興 （38.1％） 

②男女共同参画社会の推進 （38.3％） 

③コミュニティの育成 （42.2％） 

④地域情報化の推進 （44.6％） 

⑤生涯学習・文化・スポーツの振興 （45.3％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝686）

高齢者福祉・
介護

防災・防犯対策

子育て支援

環境保全・
公害対策

障害者福祉

保健衛生

清掃・リサイク
ル事業の推進

公園・緑地・
水辺の整備

学校教育の充実

住宅対策

消費者生活対策

青少年対策

道路環境整備、
交通安全対策

駐車場・駐輪場
の整備

再開発等による
地域整備

中小企業対策

生涯学習・文化
スポーツの振興

地域情報化の
推進

コミュニティの
育成

男女共同参画
社会の推進

観光振興

55.4

48.5

50.7

39.9

41.1

30.8

30.5

27.1

39.4

32.7

26.7

29.4

26.7

21.9

19.0

16.3

13.1

15.2

11.7

10.6

10.5

19.7

22.3

19.8

27.7

25.4

33.7

33.8

35.9

23.6

30.0

33.5

29.4

30.9

32.9

32.1

30.9

32.2

11.2

15.0

13.8

17.1

18.4

19.4

21.1

22.0

20.8

22.4

24.2

24.5

27.1

29.4

33.1

35.3

38.9

35.3

41.1

44.0

45.3

13.7

14.1

15.6

15.2

16.2

14.6

15.0

16.2

14.9

15.6

16.6

15.3

15.7

15.9

17.5

15.7

20.1

16.8

17.6

16.6

27.7

30.5

29.4

27.6

15.3

(%)

たいへん
重要

比較的
重要

普通 無回答
（ｎ＝686）

公園・緑地・
水辺の整備
清掃・リサイク
ル事業の推進

保健衛生

観光振興

子育て支援

道路環境整備、
交通安全対策

防災・防犯対策

高齢者福祉・
介護
再開発等による
地域整備
駐車場・駐輪場
の整備
生涯学習・文化
スポーツの振興
環境保全・公害
対策

障害者福祉

学校教育の充実

住宅対策

消費者生活対策

地域情報化の
推進
男女共同参画
社会の推進
コミュニティの
育成

中小企業対策

青少年対策

区の施策を総合
的に見ると

25.8

15.7

14.6

14.1

11.4

12.1

10.9

9.9

10.5

9.2

10.2

8.7

7.7

7.7

7.0

6.0

5.7

15.2

40.1

56.7

58.7

59.8

52.8

52.3

56.4

55.2

50.6

39.8

61.8

53.5

59.5

57.7

51.2

57.9

59.5

66.5

66.5

60.8

62.4

57.6

13.4

9.5

7.6

12.0

15.6

16.0

14.3

16.6

24.8

9.6

16.5

12.5

10.8

20.0

17.2

11.8

7.4

10.1

13.1

12.0

9.3

11.8

6.0

10.3

11.8

14.7

14.7

16.8

13.1

12.1

13.7

14.3

12.1

14.9

13.3

15.2

16.3

12.0

13.3

18.4

17.1

15.7

16.8

16.8

15.0

3.5

2.5

3.6

2.2

2.0

2.3

1.3

2.3

1.2

2.0

2.5

2.0

1.5

1.3

1.3

1.2

1.2

0.7

0.7

1.5

3.8

7.1

4.5

5.1

5.0

4.8

6.7

1.5

3.8

1.6

2.8

2.3

6.7

2.5

2.2

0.9

2.5

3.2

3.5

4.5

5.4

4.4

3.6

3.4

2.6

8.5

4.7

(%)

満足
やや
満足

普通
やや
不満

不満 無回答
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■区の施策の満足度と重要度の相関 

加重平均値による満足度評価と重要度評価を相関させた散布図を作成した。横軸が満足度評価点で、

縦軸が重要度評価点である。それぞれの算出方法は以下の通りである。 

 

満足度評価点 ＝（「満足」の回答者数×10 点＋「やや満足」の回答者数×５点＋ 

「やや不満」の回答者数×▲５点＋「不満」の回答者数×▲10 点）÷回答者数 

 

重要度評価点 ＝（「たいへん重要」の回答者数×10 点＋「比較的重要」の回答者数×５点）÷回答者数 

 

このグラフでは、満足度評価が低く、重要度評価が高い領域（左上方）にある項目が比較的住民ニー

ズが高いもので、今後の行政課題となるものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域情報化の推進

観光振興

青少年対策

学校教育の
充実

中小企業対策

防災・防犯対策

消費者生活対策

住宅対策

コミュニティの育成

保健衛生

高齢者福祉・介護

障害者福祉

子育て支援

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

-2.0 -1.5 -1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

駐車場・駐輪場の整備

再開発等による地域整備

男女共同参画社会の推進

清掃・リサイクル事業の推進

道路環境整備、交通安全対策

環境保全・公害対策

生涯学習・文化・スポーツの振興

公園・緑地・水辺の整備

満足度評価点

重
要
度
評
価
点
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■区の施策への要望 
区の施策への要望を全体でみると、「高齢者福祉・介護」（40.5％）が４割で最も高い。2 位は、「防

災・防犯対策」（29.4％）、３位は「子育て支援」（27.8％）となっている。次いで、「住宅対策」（23.3％）、

「環境保全・公害対策」（18.1％）、「公園・緑地・水辺の整備」（15.2％）などの順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝686）

高齢者福祉・介護

防災・防犯対策

子育て支援

住宅対策

環境保全・公害対策

公園・緑地・水辺の整備

学校教育の充実

消費者生活対策

駐車場・駐輪場の整備

障害者福祉

保健衛生

40.5

29.4

27.8

23.3

18.1

15.2

14.7

13.0

12.4

10.8

9.8

0 10 20 30 40 50 (%)

清掃・リサイクル事業の推進

再開発等による地域整備

道路環境整備、交通安全対策

青少年対策

生涯学習・文化・スポーツの振興

中小企業対策

地域情報化の推進

男女共同参画社会の推進

コミュニティの育成

観光振興

無回答

7.7

7.3

6.7

5.8

5.7

5.4

3.6

1.9

1.9

1.2

10.9

0 10 20 30 40 50 (%)


